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A. 研究目的

喫煙は多くの疾病と密接に関連す

ることが知られている。そのため、

喫煙状況の正確な把握は様々な疾

患のハイリスク者の特定に有用で

ある。また、保健指導の際は喫煙者

が禁煙することで種々の疾病リス

クを大きく減らす効果が見込まれ

ることから、喫煙状況に応じた保健

指導が必要である。第 4 期特定健診

の質問票から現在喫煙・過去喫煙・

生涯非喫煙の 3分類による評価に改

訂され、標準的な健診・保健指導プ

ログラムの改訂および保健指導の

詳細な質問項目の改訂も行われた。

しかし近年の喫煙をめぐる状況の

変化も考慮した喫煙対策が今後も

必要である。

B. 研究方法

喫煙および禁煙と疾病リスクに関

する日本で行われた疫学研究のレ

ビューを行った。レビューに基づい

て、第 4 期特定健診で喫煙状況把握

に有用な問診項目の検討、特定保健

指導の資料の作成を行った。

・喫煙に関する標準的質問票の改訂

案の作成

喫煙と疾病について日本で行われ

た疫学研究のレビューを元に、疾病

リスクの把握に有用な喫煙状況把

握のための質問を抽出し、改訂質問

票に含めるべき項目を検討した。

・詳細な質問項目の改訂

研究要旨

喫煙は多くの疾病と密接に関連することが広く知られており、喫煙状況の正確な評価

は効率的なハイリスク者の特定と保健指導に必要である。第 4 期特定健診に向けて喫

煙に関する質問票を改訂し、現在喫煙・過去喫煙・生涯非喫煙の 3 分類による喫煙状

況を把握できるようにした。また、保健指導の際の標準的質問票および詳細な質問項

目も改訂を行い、喫煙の健康リスクのエビデンス・関連法規・禁煙支援などについての

情報の追加や更新を行った。これにより特定健診での効果的な情報の把握、効率的な

保健指導の実施などが期待される。
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・標準的質問票の解説の改訂

喫煙のリスクと禁煙の効果に関し

て日本で行われた疫学研究のレビ

ュー、効果的な禁煙指導の方法、喫

煙対策に関連する法律・ガイドライ

ンの整理を行った。これらのエビデ

ンスを元に喫煙に関する保健指導

の際の詳細な質問項目や標準的質

問票の解説の改訂を行った。

（倫理面での配慮）

この研究方法は、既報告の結果や公

開された情報に基づいて実施され

ており、倫理面での問題はない。

C. 研究結果

・喫煙に関する標準的質問票の改訂

案の作成

第 3期特定健診の標準的質問票では

検診受診時の喫煙状況（現在喫煙・

現在非喫煙）のみ質問していた。疾

病リスクと強く関連する喫煙の評

価方法として現在喫煙・過去喫煙・

生涯非喫煙の三分類による喫煙状

況を質問するよう提案し、採用され

た。この変更による利点として、現

在非喫煙者が生涯非喫煙と過去喫

煙に分離されることで、現在喫煙者

のリスクを正しく把握できるよう

になること、禁煙による疾患のリス

ク低下を把握できること、保健指導

の際に禁煙継続者に対してポジテ

ィブな声かけができることなどが

挙げられる。

一方で喫煙の定量的評価を可能に

する質問項目として 1 日喫煙本数、

喫煙期間を質問に追加すること、加

熱式たばこが喫煙に含まれること

を質問票に明記することの 2点を提

案したが採用されなかった。これら

については詳細な質問項目や標準

的質問票の解説に追加することで、

保健指導の際に聞き取れるように

した。

・詳細な質問項目の改訂

特定健診の保健指導を行う際の詳

細な質問項目の改訂を行った。

保健指導では生涯非喫煙者につい

ては受動喫煙状況の確認を行う。受

動喫煙による疾病リスクの上昇の

エビデンスの提供と職場の受動喫

煙防止の根拠となる法律（労働安全

衛生法および健康増進法）の情報提

供を行った。

現在喫煙者については累積喫煙量

など詳細な喫煙状況を把握する。過

去喫煙者については喫煙時の状況

に加えて禁煙継続期間を確認する

ことで、禁煙継続支援に繋げる。

・標準的質問票の解説の改訂

喫煙に関する保健指導を行う際の

エビデンス・聞き取りポイント・声

かけの例・留意事項・対応方法につ

いて解説を行った。エビデンスにつ

いては禁煙によるリスク低下を追

加した。

聞き取りポイントについて加熱式

たばこの聞き取りの注意点を明記

した。

声かけの例および対応方法につい

て、禁煙に繋げる方法を記載した。
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ただし紙幅に限りがあるため禁煙

支援簡易マニュアルの紹介とリン

クの掲載で補足した。

D. 考察および結論

第 4期特定健診に向けて喫煙に関す

る標準的質問票の改訂、詳細な質問

項目の改訂、標準的質問票の解説の

改訂を行った。喫煙の健康リスクの

エビデンスを示しつつ禁煙に繋げ

る保健指導に資するよう質問票や

資料を改訂した。

近年は加熱式たばこなど喫煙形態

の多様化があり、喫煙状況の把握が

難しくなっている。そのため、保健

指導の際はアップデートされた喫

煙の知識を元に行う必要がある。
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